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　久々に夜の呼び出しがあり，病院で患者の到着を待ちながら，編集後記を書いている。肘の蜂窩
織炎の患者で今朝入院を勧めたが，患者の都合もあり，全身症状がなく CRPやWBCの上昇も軽度
だったため，まずは内服で経過を見ることになった。その日の夜 10時に，患者から発赤の拡大があ
り，これから入院したいとの連絡があったため，病院に直行して到着を待っている。
　待ち時間の徒然に，外来受診時に入院しなかった経緯をどのようにカルテに記載するのか適正か
を考えてみた。入院を勧めたが，患者さんが①「入院を拒否した」，②「入院を希望されなかった」，
③「外来での治療を希望した」，④「外来での治療を希望し，全身状態や採血データから，即時入院
の必要性まではないと判断した」の 4通りを思いついた。もっとも単純なのは①であり，患者が自
己責任の下で入院しなかったことが明白である。②は患者の意思を尊重した患者主体の医療を実践
している表現であり，現在の医療の流れに沿っているのかもしれない。しかし，入院の是非の判断
を患者が決めているように解釈できる点で多少の疑問を感じる。③は②の裏返しの表現である。④
は判断の責任が医師にある点が明確になっているため，判断に至る根拠を合わせて詳細に記載して
いる。さて，現場では入院するかしないかは大きな問題である。入院が絶対に必要な場合に，本人
の判断で入院しないとなれば①となる。通院でも大事に至らないかもしれないが，後日症状が悪化
して入院となる可能性がある場合には，決断の根拠が明瞭な④が望ましい。②は最近よく見る表現
であるが，判断を患者任せにしていて，責任の所在があいまいになっている。
　症例報告のなかに，入院，手術やパッチテストなどの検査について「患者さんが希望されなかっ
た」という表現を見ることがある。これらは，医師が十分に説明をして（説得して）実施するもの
であり，患者さんが自主的に希望することはない。希望しなかったのは，必要性の説明が不十分
だっただけではないかとの印象を受ける。「患者の承諾が得られず，行わなかった」などの表現が妥
当である。
　患者の権利や医師の説明責任などが絡む難しい問題であるが，患者の希望という一言で，必要と
考えていることを実践しないのは，医師の責任を回避しているようで違和感がある。
 （林　伸和）
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